
９
月
に
入
り
、
気
温
が
少
し
づ
つ
下

が
っ
て
き
ま
し
た
。

明
け
方
は
20
℃
以
下
の
日
も
あ
っ
て
、

季
節
は
夏
か
ら
秋
に
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。秋

と
言
え
ば
、
食
欲
の
秋
・
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
、
な
ど
な
ど
あ
り
ま
す
。
今
年

の
紅
葉
は
例
年
よ
り
早
ま
る
そ
う
で
す
。

気
温
が
急
に
下
が
っ
た
せ
い
だ
そ
う

で
す
。

秋
は
、
温
泉
に
入
っ
て
ゆ
っ
く
り
休

み
た
い
で
す
ね
。
夏
の
疲
れ
が
出
て
い

ま
せ
ん
か
。

今
回
の
「
国
鉄
新
潟
」
は
只
見
線
の

現
状
に
つ
い
て
企
画
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
で
鉄
道
も
大
き
な
災
害
に

あ
っ
て
不
通
区
間
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
JR
各
社
は
復
旧
に
莫
大
な
費
用
が

か
か
る
の
で
、
上
下
分
離
方
式
を
沿
線

自
治
体
に
要
請
し
ま
す
。

JR
は
責
任
を
持
っ
て
復
旧
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
収
益
が
上

が
ら
な
い
線
区
は
廃
線
か
「
上
下
分
離

方
式
」
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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国
鉄
新
潟

２０１１年７月の新潟・福島豪雨で不通となった

福島県の只見線・会津川口～只見駅間２７．６キロ

の復旧工事の起工式が２０１８年６月に行われた。

福島県が鉄道施設と土地を保有し、ＪＲ東日本が

運行を担う「上下分離方式」による２１年度の再開

を目指す。

壊れた橋のうち３ヵ所を新しくし、１ヵ所は橋脚

を強化する。線路など設備も更新する。復旧費は８

１億円でＪＲ東日本、県と関係１７市町村、国が各

２７億円を負担、改正鉄道軌道整備法が成立し国の

補助が受けられることになった。

年間運営費・地元負担は
２億１千万円

復旧後の年間運営費は２億８千万円、このうち

地元負担は２億１千万円で県が７割・１７市町村

が３割を拠出する予定。運行にかかる人件費や車

両の維持・補修費など７千万円はＪＲ東日本が負

担する。

復旧工事には約３年かかる予定で只見線は災害

運休から１０年振りに全線復旧する。

不通区間における代行バスの収支と、不通前の

鉄道収支は、代行バスの収支（２０１５年度）は

収入約３００万円、運営費５３００万円。鉄道収

支（２００９年度）は収入約５００万円、運営費

約２億８千万円、その他の経費が約５０００万円。

復旧後、地元自治体は毎年２億円以上の補填を

続けることになる。

田子倉発電所建設の
専用鉄道路線

会津川口～只見駅間は電源開発（株）が田子倉

発電所（ダム）建設の為敷設した。「 田子倉発電

所建設専用鉄道」路線が前身で当時の国鉄が不承

不承引き継いでいる。当時から沿線人口は少なく

「採算が採れない」と買取を拒否した国鉄を国が

押し切り引き継がせたという歴史を持つ。

（福島県・河北新報より記載しました）



上
下
分
離
方
式
は
、
列
車
の
運
行
事
業

者
（
上
）
と
施
設
の
保
有
者
（
下
）
を
分

け
て
路
線
を
運
営
す
る
方
式
。

上
下
分
離
方
式
へ

若
桜
鉄
道
（
鳥
取
県
）

２
０
０
９
年
４
月
に
上
下
分
離
方
式
を

導
入
し
た
若
桜
鉄
道
（
鳥
取
県
）
は
、
線

路
施
設
を
沿
線
自
治
体
が
保
有
し
、
若
桜

鉄
道
は
沿
線
自
治
体
か
ら
無
償
で
施
設
を

借
り
入
れ
て
列
車
を
運
行
す
る
「
公
有
民

営
」
を
採
用
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
若
桜
鉄
道
は
２
０
０
９
年

か
ら
２
０
１
１
年
ま
で
黒
字
を
計
上
し
た

が
、
利
用
者
の
減
少
か
ら
２
０
１
２
年
度

以
降
は
再
び
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

JR
九
州
が
提
案

日
田
彦
三
線
上
下
分
離
へ

昨
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
寸
断
さ

れ
て
い
る
日
田
彦
山
線
に
つ
い
て
JR
九
州

は
、
（
線
路
な
ど
の
維
持
費
を
自
治
体
が

負
担
す
る
）
上
下
分
離
方
式
な
ど
提
案
す

る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
福
岡
県
や
大
分
県
は
上
下
分

離
方
式
で
の
復
旧
は
考
え
て
い
な
い
と
発

言
し
て
い
る
。

JR
西
日
本
は
７
月
の
豪
雨
で
被
災

し
た
線
区
は
９
線
区
あ
り
復
旧
ま
で
１
ヵ

月
以
上
を
要
す
る
。

●
山
陽
本
線

三
原
〜
海
田
市
・
柳
井
〜
徳
山

●
姫
新
線

上
月
〜
新
見

●
津
山
線

野
々
口
〜
牧
山

●
伯
備
線

豪
渓
〜
上
石
見

●
芸
備
線

新
見
〜
下
深
川

●
福
塩
線

府
中
〜
塩
町

●
因
美
線

津
山
〜
智
頭

●
呉
線

三
原
〜
海
田
市
（
全
線
）

●
岩
徳
線

岩
国
〜
櫛
ヶ
浜
（
全
線
）

こ
れ
ら
の
線
区
で
は
、
大
半
が
土
砂
流

入
や
斜
面
崩
壊
、
盛
土
流
出
と
い
っ
た
被

害
が
起
き
て
い
る
が
、
電
化
区
間
の
山
陽

本
線
や
伯
備
線
で
は
変
電
所
が
水
没
す
る

と
い
う
深
刻
な
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。

上
下
分
離
方
式
は
、
只
見
線
や
日
田
彦

山
線
な
ど
沿
線
の
自
治
体
が
線
路
を
保
有

し
、
鉄
道
会
社
は
自
治
体
か
ら
線
路
を
借

り
て
列
車
を
運
転
す
る
運
営
方
法
の
こ
と
。

自
治
体
が
線
路
を
保
有
す
る
こ
と
で
鉄

道
会
社
の
負
担
が
少
な
く
な
り
、
利
用
者

の
少
な
い
鉄
道
路
線
で
も
維
持
し
や
す
く

な
る
。

JR
九
州
と
沿
線
自
治
体
は
、
２
０
１
８

年
４
月
か
ら
復
旧
の
方
法
な
ど
に
関
す
る

協
議
を
開
始
、
JR
九
州
は
上
下
分
離
方
式

の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
沿
線
自
治
体
と

議
論
し
た
い
考
え
の
よ
う
だ
。

し
か
し
、
日
田
市
な
ど
沿
線
自
治
体
は

上
下
分
離
方
式
の
導
入
に
難
色
を
示
し
て

い
る
。

線
路
を
保
有
す
る
こ
と
で
財
政
負
担
が

大
き
く
な
る
た
め
。

（
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情
報
を
記
載
し
ま
し
た
）
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●第７１回定期地方大会

９月２２日（土） １０時開会

地本事務所

●酒田地区全員集会

１０月１日（月）

●国労東日本マラソン大会

１１月１０日（土）

東京・皇居外周

●地本退職者激励会

１１月１７日（土）

式典 地本事務所


